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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

義歯アタッチメントを構成するキーパーのキーパー本体と前記キーパー本体の側面に一端

が一体

的に固定されるホルダーとからなる義歯アタッチメントのキーパーにおいて、

前記キーパー本体はフェライト系磁性ステンレス鋼からなり、前記ホルダーはオーステナ

イト系

ステンレス鋼からなり、

前記キーパー本体と前記ホルダーとは、前記キーパー本体の側面にて当接され、その当接

面は、

その中央部は両者の接触状態にあり、組織の変化はなく、外周部は溶融部からなる接合部

が形成され、かつ、前記溶融部が前記ホルダーの半径より小さくなることを特徴とする義

歯アタッチメントのキーパー。

【請求項２】

　義歯アタッチメントを構成するキーパーのキーパー本体と前記キーパー本体の側面に一

端が一

体的に固定されるホルダーとからなる義歯アタッチメントのキーパーの製造方法において

、

　前記ホルダーを前記キーパー本体の主側面の方向に当接させ、

　１回目のレーザー溶接は、前記ホルダーの直径の下側の当接部位に対して両側から同時
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に レ ー ザ ー 照 射 を 行 い 、

　 次 い で ２ 回 目 の レ ー ザ ー 溶 接 は 、 前 記 ホ ル ダ ー の 直 径 の 上 側 の 当 接 部 位 に 対 し て 両 側 か

ら 同 時 に レ ー ザ ー 照 射 を 行 う こ と に よ り 、

　 前 記 ホ ル ダ ー と 前 記 キ ー パ ー 本 体 と の 前 記 当 接 面 の 外 周 部 を 溶 融 接 合 す る こ と に よ り 、

前 記 ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ い 溶 融 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト の

キ ー パ ー の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト を 構 成 す る 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト 用 の キ ー パ ー お よ び キ ー

パ ー の 製 造 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 磁 気 吸 引 力 を 利 用 し た 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト の 一 要 素 で あ る キ ー パ ー ７ ０ は 、 薄 い 円 板 状

の キ ー パ ー 本 体 ７ ０ １ と 細 棒 状 の ホ ル ダ ー ７ ０ ２ か ら な る も の で 、 通 常 鋳 接 に よ っ て 根 面

板 ７ ０ ３ に 固 定 さ れ て い る 。 図 ７ は 根 面 板 ７ ０ ３ の 構 造 を 示 す 図 で あ る が 、 キ ー パ ー を 根

面 板 ７ ０ ３ に 固 定 す る に 際 し て 、 鋳 型 内 の 所 定 の 位 置 に 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る よ う

に 鋳 型 内 固 定 用 の ホ ル ダ ー ７ ０ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 上 記 キ ー パ ー ７ ０ を 根 面 板 ７ ０

３ に 正 確 に 位 置 付 け る た め の 適 合 作 業 を す る 際 に 、 上 記 ホ ル ダ ー ７ ０ ２ は 曲 げ て 鋳 型 の 外

か ら 保 持 し た 上 で 、 １ ０ ５ ０ ℃ に 熱 し た 鋳 造 用 合 金 を 押 湯 と し て 流 し 込 み 、 ワ ッ ク ス に 置

き 換 え て キ ー パ ー と 一 体 と し た 根 面 板 を 形 成 す る 。 そ の 後 根 面 板 か ら 露 出 し た ホ ル ダ ー 部

は 切 除 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ は 、 上 記 キ ー パ ー 本 体 と 上 記 ホ ル ダ ー の 接 合 方 法 に つ い て 開 示 し て い る 。 従

来 は 、 図 ８ に 示 す よ う に キ ー パ ー 本 体 ８ ０ １ と ホ ル ダ ー ８ ０ ２ と は 、 そ の 接 合 部 ８ ０ ５ を

レ ー ザ － ビ ー ム で 照 射 し 、 ２ 点 の 溶 接 ス ポ ッ ト で 接 合 し て い る 。 こ の た め 、 図 ８ に 示 す よ

う に 、 上 記 キ ー パ ー 本 体 と 上 記 ホ ル ダ ー と の 接 合 部 ８ ０ ５ は 、 全 体 的 に 接 合 さ れ て い な く

て 、 そ の 接 合 面 積 が 小 さ い 。 ま た 、 上 記 ホ ル ダ ー ８ ０ ２ は 、 上 記 キ ー パ ー 本 体 ８ ０ １ と の

接 合 部 が 凹 み 、 細 く な っ た 。 こ の た め 、 上 記 ホ ル ダ ー は 、 適 合 作 業 時 に 曲 げ る 部 分 が 折 れ

る 場 合 が 多 か っ た 、 と 課 題 に 挙 げ て そ の 解 決 手 段 を 開 示 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 そ の 開 示 内 容 は 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ホ ル ダ ー ９ ０ ２ を キ ー パ ー 本 体 ９ ０

１ の 側 面 に 接 合 す る 際 に 、 ２ 方 向 か ら 同 時 に 照 射 す る こ と に よ り ホ ル ダ ー ９ ０ ２ の 接 合 面

全 体 を 溶 融 し 、 キ ー パ ー 本 体 ９ ０ １ の 側 面 に 溶 接 し て い る 。 ま た 、 ホ ル ダ ー ９ ０ ２ は 、 接
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合 す る 際 に 、 キ ー パ ー 本 体 ９ ０ １ の 側 面 に ０ ． ３ ～ １ ． ５ ｋ ｇ ｆ の 押 付 力 で も っ て 押 し 付

け る こ と に よ り 、 接 合 面 全 体 が 溶 融 し た 溶 融 部 １ ０ １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 か つ 、 そ の 溶

融 部 １ ０ １ １ が ホ ル ダ ー １ ０ ０ ２ の 厚 さ よ り 大 き い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

特 許 文 献 １ の 方 法 で は 、 接 合 面 全 体 が 溶 融 し た 溶 融 部 １ ０ １ １ は ホ ル ダ ー １ ０ ０ ２ の 厚 み

よ り 大 き い た め に 、 キ ー パ ー 本 体 １ ０ ０ １ は 、 表 １ に 開 示 し て い る 材 質 １ ７ Ｃ ｒ － ２ Ｍ ｏ

－ Ｔ ｉ 鋼 は フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 で あ る こ と か ら 、 フ ェ ラ イ ト ス テ ン レ ス 鋼 の 結 晶 粒

の 粗 大 化 が 生 じ て い る 。 こ の 結 晶 粒 が 粗 大 化 し て い る 熱 影 響 部 １ ０ １ ２ は 脆 化 に よ り 強 度

が 劣 化 し 、 特 に 曲 げ 強 度 を 劣 化 し て お り 、 ホ ル ダ ー を 曲 げ 加 工 を す る 際 に 、 接 合 部 で 破 断

す る ト ラ ブ ル が 発 生 し て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ７ ６ ２ ９ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

ホ ル ダ ー を 曲 げ 加 工 す る 際 に 、 図 ８ に 示 す よ う に 溶 接 部 に 窪 み が あ る 場 合 や 、 接 合 面 積 が

小 さ い 場 合 に は 接 合 部 が 破 損 す る ト ラ ブ ル が 発 生 し て い た 。 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 溶

融 部 を 接 触 面 の 全 面 と し て 強 固 に 接 合 し た 場 合 、 キ ー パ ー 側 熱 影 響 部 の フ ェ ラ イ ト 組 織 の

結 晶 粒 が 粗 大 化 し て 、 脆 化 し 、 そ の 部 位 で 破 損 す る ト ラ ブ ル が 発 生 し て い た 。 つ ま り 、 溶

接 熱 容 量 が 少 な い と 接 合 面 積 が 小 さ く て 問 題 と な り 、 大 き い と 熱 影 響 部 が 脆 化 し て 問 題 と

な る 厄 介 な 課 題 で あ っ た 。

本 発 明 の 課 題 は 、 ホ ル ダ ー を 曲 げ 加 工 す る に 際 し て 、 キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の レ ー ザ

－ 溶 接 の 接 合 部 の 破 損 ト ラ ブ ル を 解 決 す る キ ー パ ー と そ の 製 造 方 法 を 見 出 す こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 者 ら は 試 行 錯 誤 の 結 果 、 キ ー パ ー 本 体 の 側 面 に 接 触

す る ホ ル ダ ー の 当 接 面 は 、 そ の 中 央 部 は 両 者 の 接 触 状 態 に あ っ て 組 織 の 変 化 は な く 、 外 周

部 の み が 溶 接 さ れ て 接 合 部 を 形 成 し 、 か つ ホ ル ダ ー の 溶 融 部 は ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ く

な っ て い る こ と を 見 出 し た 。

　 キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 当 接 面 の 中 央 部 は 両 者 の 接 触 状 態 が 残 存 し て い る こ と は 、

レ ー ザ ー 溶 接 時 の 熱 量 が 少 な い こ と を 示 し 、 そ れ は キ ー パ ー 本 体 側 の 熱 影 響 部 の フ ェ ラ イ

ト 組 織 の 結 晶 粒 の 粗 大 化 は 生 じ て い な い こ と を 意 味 し て い る 。 ま た 、 ホ ル ダ ー の 溶 融 部 が

ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ く な っ て い る こ と は 、 そ の 減 少 し た 溶 融 部 分 が キ ー パ ー 本 体 と ホ

ル ダ ー と の 接 合 面 の 形 成 に 寄 与 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 の キ ー パ ー の 製 造 方 法 と し て 、 ホ ル ダ ー 全 周 を 溶 融 し て 十 分 な 強 度 を 保 ち な が ら 、

接 合 面 に お け る 中 央 部 （ コ ア 部 ） は そ の ま ま の 状 態 と な る よ う な 適 切 な 溶 接 条 件 、 つ ま り

適 切 な 熱 量 を 供 給 す る こ と で あ る 。

　 レ ー ザ ー 照 射 に お い て 、 従 来 の ２ ケ 所 か ら ４ ケ 所 と 照 射 点 を 倍 増 し て １ ケ 所 当 た り の 熱

量 を 半 減 し 、 照 射 位 置 を ホ ル ダ ー の 外 周 部 に 等 間 隔 の ４ ケ 所 か つ 当 接 面 か ら ホ ル ダ ー 側 の

当 接 部 位 と し て ２ 段 階 の レ ー ザ ー 溶 接 と す る 。 １ 回 目 は ホ ル ダ ー の 直 径 の 下 側 の 当 接 部 位

に 両 側 か ら 対 向 す る よ う に レ ー ザ ー 溶 接 を 行 い 、 ２ 回 目 は ホ ル ダ ー の 直 径 の 上 側 の 当 接 部

位 に 両 側 か ら 対 向 す る よ う に レ ー ザ ー 溶 接 を 行 な う 方 法 で あ る 。

　 こ こ で 、 本 方 法 の レ ー ザ ー 溶 接 に あ た っ て 、 キ ー パ ー 本 体 お よ び ホ ル ダ ー は 水 平 に お い

て キ ー パ ー 本 体 に ホ ル ダ ー を 当 接 し 、 溶 接 中 は 当 接 状 態 を 維 持 す る た め 、 キ ー パ ー 本 体 の

側 面 に ホ ル ダ ー を 当 接 す る ０ ｋ ｇ ｆ 超 ～ ０ ． ２ ｋ ｇ ｆ の 軽 微 な 押 し 付 け 力 が 必 要 で あ る 。

　 こ の ４ 点 照 射 法 に よ り 、 ホ ル ダ ー 全 周 を 溶 融 し て 十 分 な 強 度 を 確 保 し な が ら 、 適 切 な 熱

量 を 供 給 し 、 つ ま り 過 小 で も な く 、 過 剰 で も な い 熱 量 の 供 給 に 制 御 す る こ と で 、 十 分 な 溶
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接 強 度 を 確 保 し て 、 ホ ル ダ ー の 曲 げ 加 工 時 の 破 損 問 題 を 解 決 す る こ と に 成 功 し た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に よ る と 、 レ ー ザ ー 照 射 さ れ た ４ ケ 所 の レ ー ザ ー 溶 接 に よ り 、 当 接 し た ホ ル ダ ー

の コ ア 部 は 溶 融 せ ず 、 ホ ル ダ ー の 全 周 に だ け 溶 融 部 を 形 成 し 、 か つ キ ー パ ー 本 体 側 の 熱 影

響 部 を 小 さ く し て 結 晶 粒 の 粗 大 化 を 防 止 し 、 大 き な 溶 接 強 度 お よ び 曲 げ 強 度 の 得 る こ と に

成 功 し 、 キ ー パ ー を 根 面 板 に 取 り 付 け る と き の 作 業 ト ラ ブ ル を 抑 制 す る 効 果 を 実 現 し た 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 の キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 接 合 方 法 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 形 態 の キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 当 接 部 位 に 対 す る １ 回 目 の 照 射 位 置 お よ

び ２ 回 目 の 照 射 位 置 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 ホ ル ダ ー の 当 接 部 位 に お け る ４ ケ 所 の レ ー ザ ー 照 射 位 置 と レ ー ザ ー 照 射 後 の 溶 融

部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 接 合 部 位 に お け る 溶 融 部 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ に お け る ａ － a’ 、 ｂ － ｂ ’ お よ び ｃ － ｃ ’ の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 実 施 例 に お け る キ ー パ ー 斜 視 図 と 厚 み 方 向 の ｄ － d’ の 断 面 図 を

【 図 ７ 】 根 面 板 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 キ ー パ ー 本 体 と 維 持 棒 と の 接 合 に よ り 、 接 合 面 積 が 小 さ く て 、 凹 み 、 細 く な っ た

維 持 棒 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 接 合 方 法 を 示 す 図 （ 図

１ ） で あ る 。

【 図 １ ０ 】 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 接 合 部 の 状 態 （ 図 ２

） に お け る 熱 影 響 部 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 は 、

義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト を 構 成 す る キ ー パ ー の キ ー パ ー 本 体 と 前 記 キ ー パ ー 本 体 の 側 面 に 一 端

が 一

体 的 に 固 定 さ れ る ホ ル ダ ー と か ら な る 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト の キ ー パ ー に お い て 、

前 記 キ ー パ ー 本 体 は フ ェ ラ イ ト 系 磁 性 ス テ ン レ ス 鋼 か ら な り 、 前 記 ホ ル ダ ー は オ ー ス テ ナ

イ ト 系

ス テ ン レ ス 鋼 か ら な り 、

前 記 キ ー パ ー 本 体 と 前 記 ホ ル ダ ー と は 、 キ ー パ ー 本 体 の 側 面 に て 当 接 さ れ 、 そ の 当 接 面 は

、 そ の

中 央 部 は 両 者 の 接 触 状 態 に あ り 、 組 織 の 変 化 は な く 、 外 周 部 は 溶 融 部 か ら な る 接 合 部 が 形

成 さ れ 、 か つ 、 前 記 溶 融 部 が 前 記 ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ く な る こ と を 特 徴 と す る 義 歯 ア

タ ッ チ メ ン ト の キ ー パ ー に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 は 、

義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト を 構 成 す る キ ー パ ー の キ ー パ ー 本 体 と 前 記 キ ー パ ー 本 体 の 側 面 に 一 端

が 一

体 的 に 固 定 さ れ る ホ ル ダ ー と か ら な る 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト の キ ー パ ー の 製 造 方 法 に お い て

、

　 前 記 ホ ル ダ ー を 前 記 キ ー パ ー 本 体 の 主 側 面 の 方 向 に 当 接 さ せ 、

　 １ 回 目 の レ ー ザ ー 溶 接 は 、 前 記 ホ ル ダ ー の 直 径 の 下 側 の 当 接 部 位 に 対 し て 両 側 か ら 同 時

に レ ー ザ ー 照 射 を 行 い 、

　 次 い で ２ 回 目 の レ ー ザ ー 溶 接 は 、 前 記 ホ ル ダ ー の 直 径 の 上 側 の 当 接 部 位 に 対 し て 両 側 か

ら 同 時 に レ ー ザ ー 照 射 を 行 う こ と に よ り 、

　 前 記 ホ ル ダ ー と 前 記 キ ー パ ー 本 体 と の 前 記 当 接 面 の 外 周 部 を 溶 融 接 合 す る こ と に よ り 、

10

20

30

40

50



(5) JP  7765053  B1  2025.11.6

前 記 ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ い 溶 融 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト の

キ ー パ ー の 製 造 方 法 に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 詳 細 に 説 明 す る 。

　 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト を 構 成 す る キ ー パ ー は 、 キ ー パ ー 本 体 と そ の 側 面 に ホ ル ダ ー の 一 端

が 一 体 的 に 固 定 さ れ て い る ホ ル ダ ー と か ら な る 。

　 キ ー パ ー 本 体 は 、 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ４ 、 ４ ４ ４ な ど の フ ェ ラ イ ト 系 磁 性 ス テ ン レ ス 鋼 か ら な り

、 円 形 状 、 で あ る 。 そ の サ イ ズ は 、 直 径 ２ ｍ ｍ ～ ６ ｍ ｍ 、 厚 み ０ ． ４ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ の 小 型

円 板 状 で あ る 。 当 接 さ せ る ホ ル ダ ー は 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 、 ３ １ ６ な ど の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス

テ ン レ ス 鋼 か ら な り 、 そ の サ イ ズ は 直 径 ０ ． ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ

ｍ の 細 線 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と は 、 キ ー パ ー 本 体 の 側 面 に 当 接 さ れ 、 当 接 面 は そ の 中 央 部 は

キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー の 接 触 状 態 に あ る 。 こ こ で 、 当 接 と は 、 両 者 が 接 触 し 、 か つ キ ー

パ ー 本 体 の 側 面 に ホ ル ダ ー を 水 平 に 設 置 し て 両 者 を レ ー ザ ー 溶 接 す る た め に 、 ま た レ ー ザ

ー 溶 接 中 に 突 き 合 わ せ た 状 態 に す る 必 要 が あ る 。 そ の た め の 押 し 付 け 圧 力 は 、 ０ ｋ ｇ ｆ 超

～ ０ ． ２ ｋ ｇ ｆ の 軽 微 な 圧 力 で あ る 。 中 央 部 が 接 触 状 態 に あ る と は 、 隣 り 合 う キ ー パ ー 本

体 の フ ェ ラ イ ト 組 織 と ホ ル ダ ー の オ ー ス テ ナ イ ト 組 織 は そ れ ぞ れ 残 存 し 、 両 者 が 溶 融 し 合

っ て い る 状 態 で な い こ と を い う 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 キ ー パ ー 本 体 に 当 接 し て い る ホ ル ダ ー の 外 周 部 は レ ー ザ ー 溶 接 に よ り 溶 融 し て 溶 融 部 を

形 成 し 、 接 合 部 外 周 と な る 。 な お 、 接 合 部 の 内 部 は 上 記 の 接 触 状 態 に あ る 。

　 ま た 、 当 接 面 よ り ホ ル ダ ー 側 の 当 接 部 位 の 溶 融 部 は 、 ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ く な っ て

い る 。 こ れ は 、 キ ー パ ー 本 体 の 外 周 は 丸 み の あ る Ｒ 形 状 で あ り 、 ホ ル ダ ー の 端 面 は 平 坦 状

で あ る こ と か ら 当 接 面 は キ ー パ ー 本 体 の 厚 み 方 向 の 線 接 触 と な り 、 線 接 触 の 両 側 に は 微 小

な 隙 間 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 隙 間 を 埋 め る よ う に 、 当 接 部 位 へ の レ ー ザ ー 照 射 熱 に よ る

ホ ル ダ ー の 初 期 溶 融 ス テ ン レ ス 鋼 が 流 れ 去 り 、 溶 融 部 が ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ く な る か

ら で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 第 １ 台 座 の 上 に キ ー パ ー 本 体 を 配 置 し 、 隣 り 合 う 第 ２ 台 座 の 上 に ホ ル ダ ー を 配 置 し て キ

ー パ ー 本 体 の 主 側 面 の 中 心 と ホ ル ダ ー の 径 方 向 の 中 心 が 合 う よ う に 第 ２ 台 座 の 高 さ を 調 整

し 、 キ ー パ ー 本 体 の 主 側 面 に ホ ル ダ ー を 水 平 に 当 接 す る 。 レ ー ザ ー 溶 接 の た め に 台 座 に 置

か れ た キ ー パ ー 本 体 と ヘ ル ダ ー 端 面 の 接 触 が 維 持 さ れ て い る よ う に 、 当 接 に 際 し て 、 ホ ル

ダ ー が キ ー パ ー 本 体 に ０ ｋ ｆ ｇ ～ ０ ． ２ ｋ ｇ ｆ の 軽 微 な 力 で も っ て 押 し 付 け ら れ て い る よ

う に す る 。 全 く 押 し 付 け ら れ て い な い と レ ー ザ ー 溶 接 の 衝 撃 で 当 接 状 態 の 維 持 が 不 可 能 と

な り 、 レ ー ザ ー 溶 接 自 体 が で き な く な る 。 ま た 、 押 付 力 が 大 き い と レ ー ザ ー 熱 に よ り ホ ル

ダ ー の 溶 融 は 内 部 ま で 進 行 し 、 溶 融 部 が 太 く 成 長 す る と と も に キ ー パ ー 本 体 の フ ェ ラ イ ト

結 晶 粒 が 粗 大 化 し て い く 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 レ ー ザ ー 溶 接 は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ２ 回 の レ ー ザ ー 照 射 を 行 う 。

キ ー パ ー 本 体 １ １ の 主 側 面 に ホ ル ダ ー １ ２ を 当 接 さ せ た 状 態 に し て 、 ホ ル ダ ー １ ２ の 両 側

か ら 対 向 す る レ ー ザ ー 照 射 装 置 Ｌ Ｓ １ お よ び Ｌ Ｓ ２ に よ り レ ー ザ ー 照 射 す る 。

　 ホ ル ダ ー ２ ２ の 直 径 の 下 側 の 当 接 部 位 ２ １ ２ に 対 し て 、 両 側 か ら １ 回 目 の レ ー ザ ー 照 射

Ｌ Ｓ １ １ を 行 な う 。 次 に 、 １ 回 目 の レ ー ザ ー 照 射 か ら 上 側 に レ ー ザ ー 照 射 装 置 Ｌ Ｓ １ お よ

び Ｌ Ｓ ２ を 上 昇 さ せ 、 ホ ル ダ ー ２ ２ の 直 径 の 上 側 の 当 接 部 位 ２ １ ２ に 対 し て 、 両 側 か ら ２

回 目 の レ ー ザ ー 照 射 Ｌ Ｓ １ ２ を 行 な う 。

　 こ こ で 、 当 接 部 位 と は 当 接 面 か ら ホ ル ダ ー の 直 径 の １ ／ ８ ～ １ ／ ４ （ ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０

． １ ５ ｍ ｍ ） 程 度 離 れ て い る 部 位 を い う 。

　 な お 、 １ 回 目 と ２ 回 目 の 照 射 の 仕 方 は 、 逆 順 と し て 上 側 の 当 接 部 位 か ら 下 側 の 当 接 部 位
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と し て も 何 ら の 問 題 も な い 。 効 果 は 全 く 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ は 、 ホ ル ダ ー ３ ２ へ の ２ 回 の レ ー ザ ー 照 射 を 示 す 。 １ 回 目 の レ ー ザ ー 照 射 位 置 は 、

左 右 の 位 置 ３ ３ １ で あ り 、 ２ 回 目 の そ れ は １ 回 目 の 上 側 の 位 置 ３ ３ ２ で あ る 。 ホ ル ダ ー ３

２ の 外 周 の ４ つ の レ ー ザ ー 照 射 位 置 ３ ３ １ 、 ３ ３ ２ は ほ ぼ 等 間 隔 で あ り 、 こ れ に よ り 形 成

さ れ る リ ン グ 状 の 溶 融 部 ３ ４ の 厚 み も ほ ぼ 同 じ と 言 え る （ 図 ３ 　 ３ － ２ ） ） 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

図 ４ は 、 レ ー ザ ー 溶 接 終 了 後 の キ ー パ ー の 側 面 図 で あ る 。 キ ー パ ー 本 体 ４ １ の 溶 融 部 は 当

接 面 よ り 大 き く な り 、 当 接 部 位 で は ホ ル ダ ー の 溶 融 部 は ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ く な っ て

い る 。 そ れ ぞ れ の 断 面 を 観 察 す る 位 置 を ａ － ａ ’ 、 ｂ － ｂ ’ で 特 定 し 、 比 較 し て 溶 融 部 近

傍 の ホ ル ダ ー の 断 面 観 察 位 置 を ｃ － ｃ ’ で 特 定 す る 。

図 ５ は 、 上 記 の ａ － ａ ’ 、 ｂ － ｂ ’ お よ び ｃ － ｃ ’ の 断 面 図 を 示 す 。 ａ － ａ ’ の 当 接 面 の

位 置 で は 、 溶 融 部 ５ １ １ の 大 き さ は ホ ル ダ ー の 直 径 よ り 拡 が っ て お り 、 中 央 部 ５ １ ０ は キ

ー パ ー 本 体 の フ ェ ラ イ ト 組 織 そ の も の で あ る 。 ｂ － ｂ ’ の 溶 融 部 が ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小

さ く な っ て い る 位 置 で は 、 溶 融 部 ５ ２ １ は リ ン グ 状 に な っ て お り 、 中 央 部 ５ ２ ０ は ホ ル ダ

ー の オ ー ス テ ナ イ ト 組 織 そ の も の よ り な っ て 溶 融 し て い な い 。 ｃ － ｃ ’ は 全 体 ５ ３ ０ が ホ

ル ダ ー の オ ー ス テ ナ イ ト 組 織 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

キ ー パ ー 本 体 の 側 面 に ホ ル ダ ー を 軽 微 な 押 し 付 け に よ り 当 接 さ せ た 状 態 （ 図 ２ ） で 、 ２ 回

の レ ー ザ ー 溶 接 に よ り ４ ケ 所 の 溶 接 個 所 で あ る ホ ル ダ ー の 当 接 部 位 の 外 周 を 均 等 に レ ー ザ

ー 照 射 す る こ と が 可 能 と な り 、 ホ ル ダ ー の 外 周 に リ ン グ 状 の 溶 融 部 を 形 成 す る 。 当 接 部 位

の 外 周 の 溶 融 部 は 、 ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ く な っ て 曲 げ 加 工 が し 易 く 、 十 分 な 曲 げ 強 度

を 確 保 し て い る 。 か つ 、 当 接 し て い る 中 央 部 に は 溶 融 部 は 存 在 し て お ら ず 、 溶 接 熱 量 が 抑

制 さ れ て お り 、 キ ー パ ー 本 体 の フ ェ ラ イ ト 相 の 結 晶 粒 の 粗 大 化 が 熱 影 響 部 の 拡 大 が 阻 止 さ

れ て お り 、 曲 げ 強 度 の 点 か ら 好 ま し い 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

キ ー パ ー 本 体 は １ ７ Ｃ ｒ － １ Ｍ ｏ の フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 に て 、 ホ ル ダ ー は １ ８ Ｃ ｒ

－ ８ Ｎ ｉ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 か ら な る 。 直 径 ４ ｍ ｍ 、 厚 み ０ ． ８ ｍ ｍ の キ ー

パ ー 本 体 の 主 側 面 に 直 径 ０ ． ４ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ｍ ｍ の ホ ル ダ ー を 突 き 合 わ せ て ０ ． １ ｋ ｇ

ｆ の 押 し 付 け 力 に よ り 当 接 し た 。

次 に 、 Ａ ｒ ガ ス を 噴 霧 し な が ら レ ー ザ ー 照 射 に よ る レ ー ザ ー 溶 接 を 行 っ た 。 1回 目 は ホ ル

ダ ー の 直 径 の 下 側 の 当 接 部 位 に 対 し て 両 側 か ら 同 時 に レ ー ザ ー 溶 接 を 行 い 、 ２ 回 目 は ホ ル

ダ ー の 直 径 の 上 側 の 当 接 部 位 に 対 し て 両 側 か ら 同 時 に レ ー ザ ー 溶 接 を 行 い 、 ホ ル ダ ー を 溶

融 し て キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 当 接 面 の 間 隙 を 溶 融 液 で 埋 め る と と も に 当 接 面 の ホ ル

ダ ー の 外 周 に 溶 融 部 を 形 成 し て 接 合 し た 。 当 接 部 位 の 溶 融 箇 所 は ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ

な 溶 融 部 を 形 成 し た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

図 ６ に 、 作 製 し た キ ー パ ー ６ の 斜 視 図 と ｄ － ｄ ’ 線 断 面 図 を 示 す 。

当 接 部 位 の サ イ ズ は ホ ル ダ ー の 径 よ り 細 く な っ て お り 、 溶 融 部 ６ ０ ０ が 当 接 部 位 か ら 当 接

面 に 拡 が り 、 キ ー パ ー 本 体 の 当 接 し て い る ホ ル ダ ー の 外 周 に 溶 融 部 を 形 成 し て 直 径 よ り 大

き く な っ て い る 。

溶 融 部 ６ ０ ０ は 、 １ ８ Ｃ ｒ － ８ Ｎ ｉ の オ ー ス テ ナ イ ト 相 の 合 金 で 、 キ ー パ ー 本 体 付 近 で は

１ ７ Ｃ ｒ － １ Ｍ ｏ の フ ェ ラ イ ト 相 と の 混 合 合 金 で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 相 と フ ェ ラ イ ト 相 の ２

相 組 織 で あ る 。 ホ ル ダ ー の オ ー ス テ ナ イ ト 相 部 に は 熱 影 響 部 ６ ０ ２ Ａ が 拡 が っ て い る が 、

脆 化 は し て い な い 。 キ ー パ ー 本 体 の フ ェ ラ イ ト 相 に 熱 影 響 部 ６ ０ ２ Ｆ が 形 成 さ れ る が 、 非

常 に 小 さ く 結 晶 粒 の 粗 大 化 は 抑 制 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

作 製 し た １ ０ 個 の 溶 接 品 は 、 溶 接 強 度 も 十 分 に あ り 、 キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 溶 接 箇

所 に ５ 回 の 折 り 曲 げ テ ス ト に も 折 れ な か っ た 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 は 、 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト の キ ー パ ー を 根 面 板 へ の 固 定 作 業 に お い て ホ ル ダ ー の 曲

げ 作 業 を 安 定 し て 行 な う こ と が 可 能 と な り 、 歯 科 分 野 に お け る 幅 広 い 利 用 が 期 待 さ れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

１ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ ： キ ー パ ー

１ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 、 ６ １ ： キ ー パ ー 本 体

１ ２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 、 ４ ２ 、 ５ ２ 、 ６ ２ ： ホ ル ダ ー

Ｌ Ｓ １ 、 Ｌ Ｓ ２ 、 Ｌ Ｓ １ １ 、 Ｌ Ｓ １ ２ ： レ ー ザ ー 溶 接 （ レ ー ザ ー 照 射 ）

２ １ １ ： 当 接 面 （ 突 き 合 わ せ 面 ）

２ １ ２ ： 当 接 部 位

３ ３ １ 、 ３ ３ ２ ： レ ー ザ ー 照 射 位 置

３ ４ ： 溶 融 部

５ １ ０ ： キ ー パ ー 本 体 の フ ェ ラ イ ト 組 織

５ １ １ ： 溶 融 部

５ ２ ０ ： ホ ル ダ ー の オ ー ス テ ナ イ ト 組 織 （ 未 溶 融 ）

５ ２ １ ： 溶 融 部

６ ０ ０ ： 溶 融 部

６ ０ １ Ｆ ： フ ェ ラ イ ト 組 織 の 熱 影 響 部

６ ０ １ Ａ ： オ ー ス テ ナ イ ト 組 織 の 熱 影 響 部

６ １ ２ ： キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー と の 接 触 状 態 （ 未 溶 融 ）

７ ： 根 面 板 の 鋳 込 み

７ ０ １ ： キ ー パ ー 本 体

７ ０ ２ ： ホ ル ダ ー

７ ０ ３ ： 根 面 板

８ ： キ ー パ ー

８ ０ １ ： キ ー パ ー 本 体

８ ０ ２ ： ホ ル ダ ー

８ ０ ５ ： 接 合 部

９ ： キ ー パ ー

９ ０ １ ： キ ー パ ー 本 体

９ ０ ２ ： ホ ル ダ ー

９ ０ ５ ： 接 合 部

１ ０ ： キ ー パ ー

１ ０ ０ １ ： キ ー パ ー 本 体

１ ０ ０ ２ ： ホ ル ダ ー

１ ０ １ １ ： 溶 融 部

１ ０ １ ２ ： 熱 影 響 部
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【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 義 歯 ア タ ッ チ メ ン ト を 構 成 す る キ ー パ ー お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 キ ー パ ー 本 体 ３ １ の 主 側 面 に ホ ル ダ ー ３ ２ を 当 接 し 、 ホ ル ダ ー の 直 径 の 下 側

の 当 接 部 位 に 対 し て 両 側 か ら 同 時 に レ ー ザ ー 溶 接 を 行 い 、 次 に ホ ル ダ ー の 直 径 の 上 側 の 当

接 部 位 に 対 し て 両 側 か ら 同 時 に レ ー ザ ー 溶 接 を 行 な っ て 、 ４ ケ 所 の レ ー ザ ー 溶 接 に よ り 、

当 接 面 の 中 央 部 は 未 溶 融 の キ ー パ ー 本 体 と ホ ル ダ ー の 接 触 状 態 に て そ の 外 周 部 は 溶 融 部 ３

４ と な り 接 合 部 が 形 成 さ れ て お り 、 当 接 部 位 の 溶 融 部 が ホ ル ダ ー の 半 径 よ り 小 さ い 溶 融 部

を 形 成 し て い る キ ー パ ー ３ 。

【 選 択 図 】 図 ３

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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